
プロジェクト型アプローチ （PBA） を活用した
プロジェクト型学習の実践例

概 要

単元の流れ

単元計画概要 
自然環境の保全と科学技術利用のあり方を SDGs の視点で捉え、科学的に考察、判断
し、具体的な活動方針を明確に表現することにした単元を展開。各生徒が SDGs を
自分事として課題を持ち、他の生徒とのコミュニケーションをとりながら自分の考え
を形成し、それを他者に伝えるという探究プロセスを体験的に理解させることを狙い
としている。

学習実践タイプ 教科型
タイトル SDGs の視点で考える環境教育
教科 理科 学習テーマ 環境  探究活動
学年 中学 3 年生 総時間 13 時間

育成したい
21 世紀型スキル

具体的な根拠を元に、誰もができる具体策を見出し、プレゼンを通して他者と考え方を共有する「イノベーションのため
の学習スキル」。メディアや他者の調査結果などを踏まえて、わかりやすいプレゼンを作る「情報、メディア、テクノロジ
ーのスキル」。問題解決のプロセスを学びながら、具体的な行動目標を示す「キャリアのスキル」の 3 つを主体とした。

学習目標 SDGs の視点で自然環境の保全と科学技術の利用の在り方を捉え，科学的に考察、判断し、自分ができる具体的な活動方針
を明確に表現する。

学習活動 評価 ICT活用評価基準 評価手法

導入
（課題設定） 1 時間

・Google for Classroom への接続
・G Suite の操作方法、データの保存等
・SDGs についての理解

Classroom へアクセスできる
Classroom の履歴、
机間指導中の生徒の
行動観察

Chromebook
Gsuite

 展開 1
（設定）（発見） 1 時間

・SDGs 関連の研究テーマ決め（既存の手法）
・番組視聴
・研究テーマの仮設定

テーマを絞り込むことができる
ワークシート
（選択の根拠が示され
ているか）

Chromebook
Gsuite

 展開 2
（計画）（発見） 1 時間

・研究テーマを決めた理由
・テーマを掘り下げるポイント
・グループディスカッション（他者の意見）
・研究テーマの決定及び研究の計画づくり

他者の意見を参考に、自分の
テーマを決定している

ワークシート
（選択の根拠が示され
ているか）

Chromebook
Gsuite

展開 3
（観察･実験）（収集） 3 時間

・情報収集のポイントの理解
・番組視聴
・どこで、何を、どう集めるかの検討
・掘り下げるポイントへの立ち返り

情報収集のポイントを理解して
情報を集めている
テーマに関連する情報を様々な
ソースから集めることができる

生徒の観察
生徒のドキュメント

Chromebook
Gsuite

展開 4
（結果の処理）

（整理・比較・分析）
2 時間

・データ分析のポイントの理解
・番組視聴
・データの出どころの明確化
・規則性や関連性の見出し

分析のポイントを理解し、データ
を整理している
整理したデータの関係性を見出す
ことができる

生徒のドキュメント
（前時の提出後に加え
たコメントに対応し
た変化含む）

Chromebook
Gsuite

展開 5
（考察･推論）（判断･選択） 1 時間

・テーマのまとめ
・結果と考察の切り分け
・今後の展望や具体的な行動目標の明記

分析結果をもとに、自分の考えを
まとめることができる

生徒のドキュメント
（事実と自論を分けて
書いている）

Chromebook
Gsuite

展開 6
（表現･伝達）（表現） ２時間

・テーマに応じたプレゼン作成
・目的、計画、結果、考察を含んだプレゼン
・番組視聴
・プレゼンの構成の検討

番組を視聴し、自分のプレゼンに
反映できる
目的、計画、結果、考察を含んだ
プレゼンに仕上げることができる

生徒のスライド
（問題解決のプロセス
が示されている）

Chromebook
Gsuite

展開 7
（表現･伝達）（発信） 1 時間

・デジタルポスターセッション
　（端末画面を提示しながらの発表）
・発表後のコメント

画面を提示しながら工夫して
プレゼンテーションできる

生徒の行動観察
他者の評価（発表に対
するコメント）

Chromebook
Gsuite

まとめ
（評価･改善）（発見） 1 時間

・振り返り
・自他の評価
・探究過程を通した学び

探究活動を振り返りながら、自分
の成長を書き出すことができる 自己評価 Chromebook

Gsuite

鳥取県岩美町立岩美中学校

岩崎 有朋 教諭



SDGs を通じて課解決に向けた情報収集や議論を行ない
自己の意見やできる活動内容を的確に表現することを目指す

　「私が担当するクラスは、生徒たちが互いに親和的で互いに意見をやり取りできる人
間関係ができています。だからこそ、これから高校で学んでいくであろう探究的な学習、 
PBL を今のうちからやっておいて欲しいと考え、単元を計画しました」。と計画者の岩
崎教諭は語る。今回の単元で扱うテーマは「SDGs の視点で考える環境教育」。人類が
抱える様々な課題を自分事として捉え、 17 カテゴリの課題からひとつのテーマに関心
を持ち、科学的に考察、判断して自分ができる具体的な活動方針を明確に表現するとい
ったことを目標とした単元だ。何となく興味を持っただけでなく “なぜそのカテゴリに
興味を持った” かを説明できるかを意識しすることが大切。とのことだ。学校の教育課
程の中で閉じこもるのではなく、学びが社会と繋がることも重要だと付け加えた。

　「自分のテーマについて調べれば調べるほど、視野が狭くなってしまうことがあります。
そこで生徒同士で議論する時は、正しく批判してみようという指導を行ってみました。
また、私自身も生徒に立ち止まらせ、じっくりと考えさせる時間を設けるため、反対意見
側からの質問を投げかけてみました」。と、岩崎教諭は工夫した点を語る。社会に出た際、
議論の場で反対意見を唱えるにしても “根拠” をしっかりと述べられるか。その力を付け
るための指導とのことだ。また、調査や考察、発表資料の作成などに ICT は必要不可欠。
本単元では「 Google Classroom 」 で資料を管理したというが、これはクラウド上にデ
ータを残すことで学校だけでなく自宅でも作業が行なえる事を実感して欲しいとの思惑
があるという。高校進学後に待ち受ける BYOD を強く意識した教育がそこにあった。

　「これから国際化が進んでいき、数字だけで評価されるようになったとき、どれだけ自
分が出せるようになるのか。自己評価を適切にできる基準をしっかり持って欲しいし、 5 
段階で 5 と思えるなら自信を持って 5 と言えるようになって欲しいですね。それでな
ければ社会に埋れてしまいかねません」。と、自己評価を適切に行っていくことの重要さ
を岩崎教諭は語る。また、ルーブリック評価に関しては、評価基準に対し、標準が B とな
るように設定し「ここまで出来たら凄い」という評価を A とするように設定しているとも
語る。大切なのは、どういう過程があってどう評価したか。それをきちんと伝えられるよ
うに心掛けることとのことだ。「社会的課題を君たちの世代に託してしまうこともあるだ
ろうけど、その課題解決に向けて準備をしているのが今だと思います」。と締めくくった。

社会問題を自分事として捉え、学びが社会に繋がることを実感して欲しい

多角的な視点で物事を捉えるその為に“質問”の仕方に工夫を実施

適切な自己評価と評価の過程をクリアにすることこそ重要だと思います

教員向け研修サービス 教員向け研修サービス受講者専用ページ
DISの研修を受講いただいた
先生方向けに振り返りとして
活用いただける様々なコンテ
ンツをご用意しております。

DISの提供する教員向け
研修サービスは授業で
のICTの効果的な活用や、
授業デザイン力の向上
を目的とした教員のスキ
ルアップ研修です。

https://sip.dis-ex.jp/
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〈 問い合わせ先 〉

D I S 教 育総合サイト

DIS　文教


